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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月16日(2009.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号２又は配列番号４に示すアミノ酸配列を含むポリペプチドに特異的に結合する
抗体又は抗体フラグメントを含む、哺乳動物の罹患皮膚を治療するための医薬組成物であ
って、
　該罹患皮膚は皮膚リンパ球抗原陽性T細胞によって特徴付けられ、該医薬組成物の投与
によって該罹患皮膚が改善し、予防し、阻害し又は減少する、前記医薬組成物。
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【請求項２】
　配列番号２又は配列番号４に示すアミノ酸配列を含むポリペプチドに特異的に結合する
抗体又は抗体フラグメントを含む、哺乳動物の掻痒を処置するための医薬組成物であって
、
　該掻痒は膚リンパ球抗原陽性T細胞によって特徴付けられ、且つ該医薬組成物の投与に
よって該掻痒が改善し、予防し、阻害し又は減少する、前記医薬組成物。
【請求項３】
　IL-31抗体又は抗体フラグメント治療を必要とする個体から得られた生物学的サンプル
から循環皮膚リンパ球陽性T細胞を単離し、そして該単離した皮膚リンパ球陽性T細胞から
のIL-31産生を検出すること、を含む検定方法であって、該検定の結果が、該個体におけ
るIL-31抗体又は抗体フラグメントに対する治療的応答を予測するために使用される、前
記方法。
【請求項４】
　前記皮膚リンパ球抗原陽性T細胞を刺激又は活性化する追加のステップを含む、請求項
３に記載の方法。
【請求項５】
　前記哺乳動物が接触皮膚炎、薬物誘導遅延型皮膚アレルギー性反応、中毒性表皮剥離症
、皮膚T細胞リンパ腫、水疱性類天疱瘡、円形脱毛症、白斑、酒さ、結節性痒疹、及び単
純ヘルペスウィルスから選ばれる皮膚疾患を有する、請求項１又は２に記載の医薬組成物
。
【請求項６】
　前記アンタゴニスト分子が配列番号２で示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドに特
異的に結合する、請求項１、２又は５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記アンタゴニスト分子が配列番号４で示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドに特
異的に結合する、請求項１、２又は５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記罹患皮膚が掻痒である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記個体が接触皮膚炎、薬物誘導遅延型皮膚アレルギー性反応、中毒性表皮剥離症、皮
膚T細胞リンパ腫、水疱性類天疱瘡、円形脱毛症、白斑、酒さ、結節性痒疹、及び単純ヘ
ルペスウィルスから選ばれる皮膚疾患を有する、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アンタゴニスト分子が配列番号２で示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドに特
異的に結合する、請求項３、４又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アンタゴニスト分子が配列番号４で示されるアミノ酸配列を含むポリペプチドに特
異的に結合する、請求項３、４又は９に記載の方法。
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